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LATEXは特に数式の記述に適している文書整形ソフトウェアで、芝浦工大のパ
ソコンのwindows上に既にインストールされている。スタートメニューから辿っ
て行くと、文書作成の中に、winshellという、LATEXを使うための支援環境ソフト
ウェアがある。これは私は使ったことがないので、コマンドプロンプトからコマ
ンドで起動する方法を紹介する。
コマンドプロンプトから使う場合は、platexというコマンド名で引数に texファ
イルを与えて起動する。texファイルはテキストファイルであり、拡張子は.texと
する。ここでは、sample.texという texファイルが既に作成してあるとする。(サ
ンプルの texファイル sample.texを講義用web page上に置いてある。) まず、コ
マンドプロンプトを開いて、sample.texが置いてあるディレクトリに移動する。そ
の後、

> platex sample

のように打ち込むことによって、sample.dviというファイルが生成される (注意: >

はプロンプト)。この時点でエラーになったらファイルを修正してもう一度やりな
おす。その後、

> dvipdfmx sample

のように打ち込むことによって、sample.pdfという pdfファイルが生成される。
texファイルの中身の書き方については、LATEXの本 ([1]など)を見るか、ある
いは

• http://oku.edu.mie-u.ac.jp/∼okumura/texwiki/

• http://www.latex-project.org/

を見る等して各自で勉強する。
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